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はじめに 

 

国は、原子力災害時の避難や屋内退避などの防護措置の実施を運用上の介入レベル

（Operational Intervention Level：OIL）により、放射線量率の測定値などと直接比較

して防護措置の実施を判断するものとしている。モニタリングポストは、その判断に必

要な空間線量率を提供するという極めて重要な役割を担っており、モニタリングポスト

の常時稼働をはじめOILの運用に必要な精度が求められる。 

 

新潟県は、防護措置の実施を OIL により判断するという国の方針を踏まえ、平成 27

年度から、万一の原子力災害に備え、東京電力ホールディングス（株）柏崎刈羽原子力

発電所（以下「原子力発電所」という。）周辺の概ね 30km 圏内（以下「UPZ 圏内」とい

う。）に緊急時用モニタリングポスト（以下「モニタリングポスト」という。）の整備を

進めている。 

 

しかし、本県は全国でも有数の豪雪県であり、UPZ 圏内には、柏崎市、長岡市、小千

谷市、十日町市、上越市といった豪雪地帯対策特別措置法で指定された特別豪雪地域が

含まれ、積雪によるモニタリングポストの空間線量率測定への影響が懸念される。一般

に雪は、放射線を遮蔽することが知られており、実際、新潟県が原子力発電所周辺で行

っている環境放射線監視調査結果からも、積雪による空間線量率の低下が確認されてい

る。 

 

そこで、本事業は、新潟県からの要請を受け、雪による空間線量率測定への影響につ

いて把握するとともに、効果的なモニタリングポストの雪対策について検討を進めるも

のである。 

 

なお、本報告書が、新潟県をはじめ、積雪のある地域を抱える原子力発電所等立地道

県でのモニタリングポストの雪対策に繋がり、原子力災害に備えた事前対策の強化とな

れば幸甚である。 
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＜新潟県との委託契約内容等＞ 

 

 

１ 期間 

平成２９年１月２３日～平成２９年３月３１日 

 

 

２ 題目 

緊急時用放射線監視モニタリングポスト雪対策実証研究 

 

 

３ 研究目的及び内容 

（１）積雪による放射線計測への影響 

（２）モニタリングポストへの有効な雪対策 

 

 

４ 履行体制 

国立大学法人長岡技術科学大学 

再委託先１：（株）千代田テクノル柏崎刈羽営業所 

担当業務：①積雪による放射線計測への影響 

再委託先２：（株）興和 

担当業務：②モニタリングポストへの有効な雪対策 
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第１章 調査の目的 

 

原子力災害時に放射線測定を確実に行い、OIL 判断に必要な、より精度の高い線量

情報を提供することができるよう、放射線計測への積雪による影響を把握するととも

に、モニタリングポストへの有効な雪対策の検証を行うことを目的とする。 
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第２章 調査内容 

 

（１）積雪による放射線計測への影響 

積雪がモニタリングポストの測定値と原発事故時に放出されたプルーム※を検知

可能範囲に与える影響など、次の３項目について試験又はシミュレーションを実施

する。 

※ 原発事故時に放出された放射性物質を含む雲 

①雪の密度・厚さによる放射線の遮蔽効果 

②積雪表面に付着した放射性物質からの放射線の雪による減衰効果 

③積雪による放射性プルームの検知可能範囲への影響 

 

（２）モニタリングポストへの有効な雪対策 

新潟県が試験導入した雪囲い、地熱融雪などの効果を比較検証するとともに、そ

れぞれの雪対策の長所、短所を整理し、有効な雪対策を選定する。 

①雪対策を施したモニタリングポスト設置箇所等の積雪量の観測 

②人力除雪、雪囲い、地熱融雪等による効果の比較検証（長所、短所） 

 


